
佐賀県と肝炎
　佐賀県は B 型・C 型肝炎ウイルスの陽
性率が高く、肝がんの粗死亡率（人口１
０万人あたりの死亡率）が長年高い水準
で推移してきました。1986 年に佐賀県
肝疾患対策検討委員会が設置されたこと
を皮切りに、佐賀県、佐賀県医師会、佐
賀大学が一体となり、様々な対策に取り
組んできました。
　B 型・C 型肝炎ウイルスによる慢性肝
炎は、自覚症状が非常に乏しく県民が自
ら検査を受けることが重要になります。
そこで佐賀県では国の制度に加え、ウイ
ルス検査の無料化、精密検査・治療費・
定期検査費用の助成制度がいち早く整備
されました。
　佐賀県は 2012 年に佐賀大学医学部
に肝疾患医療支援学講座を開設し、その
後肝疾患センターとなり今日まで活動を
続けております。肝疾患センターはウイ
ルス性肝炎対策における受検・受診・受
療や予防といった各ステップのアクショ
ンをエコサイクルモデル（図 1）として

提唱し、かかりつけ医、専門医療機関、
健診機関、保健所、自治体、企業、患者
会等のステークホルダーと協力し、公開
講座や講演会、様々なメディアを通して
多角的な啓発活動を行ってきました。こ
のモデルは「佐賀モデル」と呼ばれ、全
国的に高い評価をいただいています。
　このエコサイクルを実施する上で欠か
せないのが「肝炎医療コーディネーター」
の存在です。肝炎医療コーディネーター

（肝 Co.）とは、肝炎や肝疾患に関する
知識を持ち、情報提供や受検・受診勧奨
などを行い、患者さんが適切な医療や支
援を受けられるようにサポートする方々
のことです。患者さんのために医療機関、
行政機関、その他さまざまな関係者間の
橋渡しを行います。肝 Co. は各都道府県
で養成されており、佐賀県では 2011
年から養成研修会を開始し、2023 年度
までに総数 2223 名の肝 Co. が任命さ
れています。私たち佐賀大学肝疾患セン
ターは、肝 Co. の養成研修会だけでなく、
スキルアップ研修会や啓発資材の共有な
どを継続的に行い、肝 Co. の皆さんの活

動を積極的にサポートしています。
　また県内の肝疾患データ分析に基づき、
ソーシャルマーケティング手法を応用し
た肝炎・肝がんの予防や治療に役立つ活
動や研究を進め、2014 年からは厚生労
働省肝炎等克服政策研究事業にも参画し、
佐賀県で開発された肝疾患啓発手法の展
開を全国及び国際的に行ってきました。
　このような活動が実を結び、佐賀県は
2018 年に肝がん粗死亡率全国ワースト
を脱却しました。しかし 2022 年度の
粗死亡率は 30.1％と全国ワースト 7 位
であり、全国平均の 20.1％と比べると
依然高い水準で推移しています（図 2）。
その理由として、①肝炎ウイルス検査未
受検の方が、働き盛り世代を中心に多数
存在すること、② C 型肝炎治療の進歩
によりほぼ全例でウイルスを消失させる
ことが出来るようになったものの、治療
後に肝がんを発症し、早期発見に至らな
かった方の存在、③肝がんの原因として、

「メタボ肝がん」とも呼ばれる代謝機能
障害関連脂肪性肝疾患（MASLD）が原
因と考えられる肝がんが増加傾向してい
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世界肝炎デー　佐賀県における取り組み
佐賀大学医学部　地域医療科学教育研究
センター /肝疾患センター

井上 香 （いのうえ かおり）
佐賀大学医学部医学科卒業。臨床医として経験を積んだ
後、2019年から肝疾患センターに着任し、肝炎デーの
イベントに携わる。

佐賀大学医学部附属病院　肝疾患センター
センター長・特任教授

高橋 宏和 （たかはし ひろかず）
佐賀大学医学部医学科卒業。2016年　同大学　肝臓・
糖尿病・内分泌内科　講師、2019年　診療准教授を経て、
2020年より現職

図１　ウイルス肝炎対策におけるエコサイクルモデル 図２　肝がん粗死亡率の推移

Friends of WHO Japan 2025. Winter10



る、等が考えられます。MASLD は佐賀県民
の約 4 人に 1 人と推測されており、今後さ
らに増加すると予測されます。
　私たちはこれからもウイルス性肝炎、
MASLD 等を原因とする慢性肝疾患の受検、
受診、受療の環境改善を継続して行い、肝が
んのない佐賀県を目指していきます。

図３　これまでの世界肝炎デー in SAGA

図４　世界肝炎デー 2024 in SAGA　イベントの案内

図５　世界肝炎デー 2024 in SAGA　コラボメニューキャンペーンの案内

佐賀大学医学部附属病院　
肝疾患センター　
世界肝炎デー活動掲載ページ
https://sagankan.med.saga-u.
ac.jp/activities/4791.html

2020年発行「佐賀"肝"聞」
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World Hepatitis Day
　世界保健機関 (WHO）は、2010 年
にウイルス性肝炎の蔓延防止と感染者に
対する差別偏見の解消を目的に、7 月
28 日を “World Hepatitis Day” ( 世界
肝炎デー ) と定めて、肝炎に対する啓蒙
活動を世界中に呼び掛けています。日本
でもこれに呼応し、2012 年度から 7 月
28 日を「日本肝炎デー」と定め、肝炎
ウイルス検査の受検勧奨や新たな感染予
防を目的とし、全ての国民に対して予防、
治療に係る正しい理解が進むよう普及啓
発及び情報提供が行われてきました。

肝炎デーと佐賀県の歩み
　佐賀県では日本肝炎デーが提唱された
2012 年以降、佐賀県と肝疾患センター
が共催し、13 年連続で肝炎デーイベント
を開催しています。佐賀県民を対象とし

た無料肝炎ウイルス検査や佐賀にゆかり
のあるタレントをお招きし、肝臓専門医
と共に肝炎や肝疾患について楽しく学べ
るトークショー等を開催してきました。
COVID-19 の感染拡大により、対面でイ
ベントが実施できない期間もありました
が、2020 年には佐賀県の地方紙「佐賀
新聞」と協力し、佐賀県の肝炎対策の歩
みをまとめた「世界初！？まるまる一冊
佐賀 “肝” 聞（さがかんぶん）」を発行
しました。WEB では全頁を公開してい
ます。他にも佐賀県内の肝 Co. や患者さ
ん達の写真投稿企画も掲載していますの
で、当センターの HP よりぜひご覧くだ
さい（図３）。

13 年目の世界肝炎デー
　今年は 2024 年 7 月 27 日（土）に
佐賀市のショッピングモール　ゆめタウ
ン佐賀において、イベントを開催し（図

4）、約 1200 名の方にご参加いただき
ました。テーマに「Liver ！全ての肝臓
を健康に！」を掲げ、肝がん予防のため
に重要な①肝炎ウイルス検査を受ける、
②陽性の場合は精密検査を受け、早期に
治療を開始する、③脂肪性肝疾患のリス
クを正しく知り、早期受診や生活習慣を
見直すことをわかりやすく県民の皆様に
伝えるために、様々な企画を実施しまし
た。

幅広い世代へアプローチ
　これまでの活動が実を結び、佐賀県内
では高齢者を中心に肝炎ウイルス検査の
受検率は上昇してきていますが、課題は
残っています。特に男性 40 〜 60 歳代
の働き世代での受検者数は低迷していま
す。そこで働き世代への直接的なアプロ
ーチだけでなく、家族や周囲の方からも
受検を勧めてもらう、また将来の肝疾患
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写真１　ちびっこゲームコーナー、　写真２　謎解きクイズ、　 写真３　トークショー「肝臓専門医×管理栄養士×アスリート」、　 写真４　「知って肝炎」スペシャルトークショー
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を予防するために幼少期からウイルス性
肝炎について学んでもらえるよう、幅広
い世代にアプローチを行いました。未就
学児向けの「ちびっこゲームコーナー」、
小学生以上を対象とした「謎解きクイズ」、
肝炎に関するアンケートや肝疾患の啓発
グッズ等が当たる抽選会を実施し、多く
の方に楽しんでいただくことができまし
た（写真１，２）。イベント後も家族や
周囲の方と肝炎について考えるきっかけ
になるよう願っています。　

ステージから県民の皆さんへ
　ステージイベントでは医師が医学的知
識を解説する講演スタイルの市民公開講
座形式ではなく、県民の皆さんが自分事
として真剣に、しかし楽しみながら学べ
る企画を考えました。

●トークショー「肝臓専門医×管理栄養
士×アスリート」（写真３）
　佐賀市に拠点を構えるプロバレーボー
ルチーム SAGA 久光スプリングス株式
会社の所属アスリートである石井優希さ
んをお迎えし、普段の生活で気を付けて
いることなどをお聞きしながら、肝臓専
門医より佐賀県の肝疾患の現状、肝臓の
働きや病気、検査の重要性について解説
しました。また後半は管理栄養士が登壇
し、簡単にできるバランスのいい食事と

して佐賀のご当地グルメ「シシリアンラ
イス」を実演しました。

●「知って、肝炎」スペシャルトークシ
ョー（写真４）
　芸能界等で活躍中の大使・スペシャル
サポーターが参加して、肝炎に対する普
及・啓発活動を行っている厚生労働省肝
炎総合対策推進国民運動事業「知って、
肝炎プロジェクト」の一環で、アイドル
グループ HKT48 のメンバーにお越しい
ただき、肝臓専門医と肝 Co. である看護
師と共に、肝炎ウイルスの特徴や検査に
ついて解説を行いました。トークショー
を聞いて、実際に肝炎ウイルス検査を受
けた方もいらっしゃいました。

佐賀県民が佐賀県民のために
　その他にも佐賀県出身のお笑いコンビ
によるステージやクイズ大会、地元の高
校生による吹奏楽部の演奏が行われまし
た。会場で行った無料肝炎ウイルス検査
には多く方に足を止めていただき、最終
的には 67 名の方に受けていただくこと
ができました。
　また、当日は約 30 名のボランティア
スタッフがブルーの T シャツを着用し、
啓発活動を行いました（写真５）。ほと
んどが佐賀県の肝 Co. で、施設や職種も
様々ではありますが、「佐賀県から肝が

んを減らすために活動したい」という熱
い気持ちで集まっていただきました。他
にも、医療に関心のある高校生・専門学
校生、肝 Co. のお子さんにもご参加いた
だき、若い力を存分に発揮して、イベン
トを盛り上げてくれました。

新たなアプローチ
　このような対面式のイベントのみなら
ず、2022 年からは当センターの管理栄
養士がメニューを監修し、佐賀市内のレ
ストランで提供する「コラボキャンペー
ン」を展開しています。
　健康にいい食事は薄味で野菜ばかり、
あまりおいしくないという一般の方のイ
メージを払拭し、生活習慣病の改善に役
立つバランスのよい食事を実際に食べて
もらうという目的でスタートしました。
　数か月かけて管理栄養士とレストラン
のスタッフが何度も相談・試作を行い、
佐賀県の食材を使用し、「シシリアンラ
イス」など佐賀県のご当地グルメをアレ
ンジしたオリジナルメニューを開発しま
した。2024 年は 7 月 28 日から約 1 か
月間、4 店舗で提供を行い、合計 438
食の売り上げを記録しました（図５）。「ボ
リュームがあるのにカロリーが抑えられ
ていて驚いた」「噛み応えがあり、自然
にゆっくり食べられた」等の好評の声を
多数お寄せいただきました。
　これまでの対策が功を奏し、「佐賀県
は肝炎対策に力を入れている」という印
象が県民の皆さんにも定着していると感
じています。しかし、県民一人ひとりが
具体的に肝炎について知る、検査や治療
に行く、という次のステップに進むには
さらに後押しが必要です。
　肝炎デーのイベントは肝疾患センター
や肝 Co. の存在を知ってもらう重要な機
会になっています。直接、県民の皆さん
の顔を見ながら情報を伝える、実際に味
わってもらう等の体験が県民の皆さんの
受検や受診の後押しになると信じ、これ
からも頑張って参ります。

写真５　ボランティアスタッフと一緒に
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